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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 176,554 ― 18,197 ― 16,032 ― 8,713 ―

20年3月期第3四半期 199,651 10.3 31,738 15.7 36,357 15.0 20,933 4.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 22.67 ―

20年3月期第3四半期 53.77 53.75

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 502,381 406,382 80.3 1,056.35
20年3月期 543,535 425,588 77.7 1,086.71

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  403,554百万円 20年3月期  422,362百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 11.00 ― 11.00 22.00
21年3月期 ― 11.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 5.00 16.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 227,000 △20.1 19,500 △56.6 17,000 △64.4 9,000 △68.2 23.56

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の業績予想及び配当予想については、平成20年11月５日の第２四半期決算発表時に公表した内容から変更しております。詳細につきましては、平成21年２月５
日付の「通期業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」を御参照下さい。 
２．本資料中に記載の業績予想は、現時点において得られた情報に基づき算出したものであり、実際の業績等は今後の様々な要因によって変動する可能性がありま 
す。なお、業績予想の前提に関する事項については、２ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第
１項第５号ただし書きにより、改正後の「四半期連結財務諸表規則」を適用しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  403,081,117株 20年3月期  403,081,117株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  21,052,353株 20年3月期  14,417,903株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  384,397,327株 20年3月期第3四半期  389,311,865株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第3四半期連結累計期間（平成20年4月1日～平成20年12月31日）の我が国経済は、米国に端

を発した金融市場の混乱が実体経済に波及し、企業収益が悪化するとともに、設備投資や個人

消費が低迷するなど、景気は急速に悪化してまいりました。 

海外では、金融危機の影響等により米国・欧州主要国とも景気は後退し、アジアでも減速の

動きが見られ、世界同時不況の様相が強まってまいりました。 

機械業界におきましても、企業の設備投資抑制や減産の動きを受け、特に昨年 10 月以降の受

注動向は国内外ともかつてないほどの大幅な減少局面となりました。 

このような状況の下、当第 3 四半期連結累計期間の売上は、当社及び大部分の主要子会社で

想定より低調に推移し、収入面では、受注高 1,725 億円、売上高 1,765 億円にとどまりました。

また、損益面でも、減収に加えて急激な円高などの影響により、営業利益 181 億円、経常利益

160 億円、四半期純利益 87 億円と対前年同期比で大幅な減収減益の実績となりました。 

 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第 3 四半期連結会計期間末の総資産は、主に受取手形及び売掛金の減少等により、前期末

に比べ 411 億円減少し、5,023 億円となりました。また、純資産は自己株式の取得並びに株式

相場の下落や円高の進行等に伴う評価･換算差額等の減少要因がありましたため、前期末比 192

億円減の 4,063 億円となりました。自己資本比率は前期末の 77.7％から 80.3％となりました。 

 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後の経済動向は、急速な減産の動きなどが雇用の大幅な調整につながることが懸念され、

加えて世界的な金融危機の深刻化や世界景気の一層の下振れ懸念、株式・為替市場の変動の影

響等、景気をさらに下押しするリスクが存在し、国内外とも当面の間厳しさを増す可能性が高

いものと思われます。 

機械業界におきましては、このような厳しい状況を受け、需要先企業の設備投資計画の先送

り傾向が鮮明となり、国内外における受注の回復はしばらく見込めない状況にあります。 

今後の業績見通しにつきましては、第 3 四半期までの実績並びに今後の受注動向などを勘案

した結果、平成20年 11月 5日の第2四半期決算発表時点で公表した通期業績予想値を見直し、

前ページのとおり下方修正いたします。 

なお、修正内容の詳細につきましては、本日別途発表の「通期業績予想及び期末配当予想の

修正に関するお知らせ」を御参照下さい。 
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４．その他 

（１） 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

（２） 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３） 四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  当連結会計年度より｢四半期財務諸表に関する会計基準｣（企業会計基準第 12号）及び｢四

半期財務諸表に関する会計基準の適用指針｣（企業会計基準適用指針第 14 号）を適用して

おります。また、｢四半期連結財務諸表規則｣に従い四半期連結財務諸表を作成しておりま

す。 

なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等

の一部を改正する内閣府令」（平成 20 年８月７日内閣府令第 50 号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の「四半期連結財務諸表規則」を適用しております。 

 

② 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

当社及び国内連結子会社は、通常の販売目的で保有する棚卸資産の評価基準については、

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 

平成 18 年７月５日）が適用されたことに伴い、原価法から原価法（貸借対照表価額につ

いては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の売上総

利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ 99 百万円少なく

計上されております。 

なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。 

    

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関

する当面の取扱い」（実務対応報告第 18 号 平成 18 年５月 17 日）を適用し、連結決算上

必要な修正を行っております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ４百万円多く計上されておりま

す。 

なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。 

 

④ リース取引に関する会計基準の適用 

（借手側） 

当社及び国内連結子会社は、従来、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会

計基準」（企業会計基準第 13 号（平成５年６月 17 日（企業会計審議会第一部会）、平成

19 年３月 30 日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第 16 号（平成６年１月 18 日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成 19 年

３月 30 日改正））が平成 20 年４月１日以後に開始する連結会計年度に係る四半期連結財

務諸表から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。 

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法につ
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いては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。  

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、期首に前連結会計年度末における未経過リース料残高（利子込法）を取得価

額として取得したものとし、リース資産に計上する方法によっております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業

利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

 

（貸手側） 

当社及び国内連結子会社は、従来、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会

計基準」（企業会計基準第13号(平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19

年３月30日改正)）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月

30日改正））が平成20年４月１日以後に開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表

から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準

等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理、すなわち、不動産賃貸に係る所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、売上高を計上せずに利息相当額を利息法に基づき

各期へ配分する方法、商品及び製品に係る所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、リース取引開始日に売上高と売上原価を計上し、定額法に基づき各期末日後に対応

する利益を繰り延べる方法によっております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の不動産賃貸に係る所有権移転外ファイナ

ンス・リース取引については、利息法による未回収元本残高から回収時に相殺予定の預り

金銭債務を控除した額を回収予定期間に対応して流動資産及び投資その他の資産に計上

しております。商品及び製品に係る所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

リース取引開始日に売上高と売上原価を計上したものとし、未回収のリース料総額をリー

ス投資資産として流動資産に計上しております。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上

総利益は566百万円、営業利益は304百万円、経常利益は22百万円それぞれ少なく、税金等

調整前四半期純利益は1,091百万円多く計上されております。 

なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。 

  

⑤役員退職慰労引当金 

主要な国内連結子会社は、役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金内規

に基づく当第３四半期連結会計期間末要支給額を計上しております。 

          

     （追加情報） 

   当社は役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金内規に基づく期末要支給

額を計上しておりましたが、平成 20 年６月 27 日開催の定時株主総会において、役員退職

慰労金制度廃止に伴う慰労金の打ち切り支給を決議し、実施しております。 
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５.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年3月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 59,236 66,073

受取手形及び売掛金 115,067 143,565

リース投資資産 13,404 －

有価証券 20,075 35,169

商品及び製品 65,825 53,626

仕掛品 5,213 6,459

原材料及び貯蔵品 12,727 11,001

その他 15,011 13,354

貸倒引当金 △2,363 △2,511

流動資産合計 304,199 326,740

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 43,547 40,632

その他（純額） 61,209 75,200

有形固定資産合計 104,756 115,833

無形固定資産   

のれん 3,056 3,351

その他 4,279 3,913

無形固定資産合計 7,335 7,265

投資その他の資産   

投資有価証券 58,877 72,209

その他 27,938 21,657

貸倒引当金 △726 △170

投資その他の資産合計 86,090 93,696

固定資産合計 198,182 216,795

資産合計 502,381 543,535
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年3月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 21,661 29,013

短期借入金 4,740 5,971

未払法人税等 1,397 7,838

賞与引当金 1,285 2,177

役員賞与引当金 185 220

割賦販売等未実現利益 23,375 20,315

その他 18,033 23,430

流動負債合計 70,679 88,967

固定負債   

長期借入金 677 311

退職給付引当金 13,196 14,308

役員退職慰労引当金 80 221

負ののれん 950 1,118

その他 10,412 13,018

固定負債合計 25,319 28,979

負債合計 95,998 117,946

純資産の部   

株主資本   

資本金 54,768 54,768

資本剰余金 163,199 163,199

利益剰余金 215,752 215,450

自己株式 △13,126 △8,088

株主資本合計 420,594 425,329

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4,848 △427

土地再評価差額金 △7,927 △7,927

為替換算調整勘定 △4,263 5,387

評価・換算差額等合計 △17,039 △2,967

少数株主持分 2,828 3,226

純資産合計 406,382 425,588

負債純資産合計 502,381 543,535

（株）アマダ （6113）　平成21年３月期　第３四半期決算短信
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 176,554

売上原価 100,736

売上総利益 75,817

販売費及び一般管理費  

販売手数料 7,062

荷造運搬費 7,105

給料及び手当 15,946

その他 30,252

販売費及び一般管理費合計 60,366

割賦販売等繰延利益繰戻 6,422

割賦販売等未実現利益繰延 3,676

営業利益 18,197

営業外収益  

受取利息 2,454

その他 2,667

営業外収益合計 5,121

営業外費用  

為替差損 5,479

その他 1,806

営業外費用合計 7,286

経常利益 16,032

特別利益  

リース会計基準の適用に伴う利益 1,113

補助金収入 312

その他 24

特別利益合計 1,451

特別損失  

固定資産除却損 75

投資有価証券評価損 118

その他 29

特別損失合計 223

税金等調整前四半期純利益 17,260

法人税、住民税及び事業税 5,873

法人税等調整額 2,262

法人税等合計 8,136

少数株主利益 409

四半期純利益 8,713

（株）アマダ （6113）　平成21年３月期　第３四半期決算短信
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(株)アマダ（6113） 平成21年３月期  第３四半期決算短信

　当連結会計年度より｢四半期財務諸表に関する会計基準｣(企業会計基準第12号）及び｢四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針｣（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、｢四半期連結財

務諸表規則｣に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

  なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正す

る内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の

「四半期連結財務諸表規則」を適用しております。

（３）継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項なし

（４）セグメント情報

① 事業の種類別セグメント情報

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日 　至　平成20年12月31日）

金属加工機械･
金属工作機械

不動産
賃貸

その他 計 消去又は全社 連結

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

　  売　　　上　　　高

      (1)外部顧客に対する売上高 175,269  812      471      176,554  － 176,554  

      (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 － 404      30       434      (434) －

計 175,269  1,217    501      176,988  (434) 176,554  

　　営業利益又は営業損失(△） 17,643 577 △ 24 18,197 － 18,197

（注)　１．事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

       ２．各事業の内容

　　　　　(1) 金属加工機械器具及び金属工作機械器具の製造、販売、修理、賃貸、保守、点検、検査並びにこれ

　　　　　　　らに関連する工具、付属品及び部品の製造、販売等（ファイナンスを含む。）

　　　　　(2) 不動産賃貸

　　　　　(3) その他……ゴルフ場の経営

       ３.「【定性的情報・財務諸表等】４．その他（３）四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

　　　　　の変更 ② 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、通常の販売

　　　　　目的で保有する棚卸資産の評価基準については、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基

　　　　　準」が適用されたことに伴い、原価法から原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

　　　　　の方法）に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間に

　　　　　おける「金属加工機械・金属工作機械」は営業利益が99百万円少なく計上されております。

       ４.「【定性的情報・財務諸表等】４．その他（３）四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

　　　　　の変更 ③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用」に記載のとおり、

　　　　　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」を適

　　　　　用し、連結決算上必要な修正を行っております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半

　　　　　期連結累計期間における「金属加工機械・金属工作機械」は営業利益が４百万円多く計上されております。

       ５.「【定性的情報・財務諸表等】４．その他（３）四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

　　　　　の変更 ④ リース取引に関する会計基準の適用（貸手側）」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、従来､

　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理によっておりまし

　　　　　たが、「リース取引に関する会計基準」及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」が平成20年４月１日以

　　　　　後に開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結

　　　　　会計期間からこれらの会計基準等を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第

　　　　　３四半期連結累計期間における「金属加工機械・金属工作機械」は営業利益が82百万円多く、「不動産賃貸」は

　　　　　営業利益が386百万円少なく計上されております。
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② 所在地別セグメント情報

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日 　至　平成20年12月31日）

日  本 北  米 欧  州 アジア その他の地域 計 消去又は全社 連結
（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

　　売　　　上　　　高

      (1)外部顧客に対する売上高 85,064 23,683 45,554 21,547 704 176,554 － 176,554 

      (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 39,240 386 1,163 2,075 － 42,865 (42,865) －

計 124,304 24,070 46,718 23,622 704 219,420 (42,865) 176,554 

　　営   業   利   益 6,640 1,452 5,269 2,967 84 16,414 1,782 18,197 

（注)　１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

       ２．本邦以外の区分に属する地域

　　　　　(1) 北　米……米国、カナダ、メキシコ

　　　　　(2) 欧　州……英国、ドイツ、フランス、イタリア、スペイン、オーストリア、スウェーデン、ロシア、トルコ

　　　　　(3) アジア……中国、台湾、韓国、シンガポール、マレーシア、タイ、インド

　　　　　(4) その他の地域……オーストラリア

       ３.「【定性的情報・財務諸表等】４．その他（３）四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

　　　　　の変更 ② 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、通常の販売

　　　　　目的で保有する棚卸資産の評価基準については、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基

　　　　　準」が適用されたことに伴い、原価法から原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

　　　　　の方法）に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間に

　　　　　おける「日本」は営業利益が99百万円少なく計上されております。

       ４.「【定性的情報・財務諸表等】４．その他（３）四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

　　　　　の変更 ③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用」に記載のとおり、

　　　　　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」を適

　　　　　用し、連結決算上必要な修正を行っております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半

　　　　　期連結累計期間における「欧州」は営業利益が４百万円多く計上されております。

       ５.「【定性的情報・財務諸表等】４．その他（３）四半期連結財務諸表に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

　　　　　の変更 ④ リース取引に関する会計基準の適用（貸手側）」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、従来､

　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりまし

　　　　　たが、「リース取引に関する会計基準」及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」が平成20年４月１日以

　　　　　後に開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結

　　　　　会計期間からこれらの会計基準等を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第

　　　　　３四半期連結累計期間における「日本」は営業利益が304百万円少なく計上されております。

③ 海外売上高

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日 　至　平成20年12月31日）

北  米 欧  州 アジア その他の地域 計

Ⅰ．海　　外　　売　　上　　高（百万円） 23,617 44,340 28,395 4,587 100,941 

Ⅱ．連　　結　　売　　上　　高（百万円） － － － － 176,554 

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合(%) 13.4 25.1 16.1 2.6 57.2

（注)　１．地域の区分は、地理的近接度によっております。

       ２．本邦以外の区分に属する地域

　　　　　(1) 北　米……米国、カナダ他

　　　　　(2) 欧　州……英国、ドイツ、フランス、イタリア、スペイン、オーストリア、スウェーデン、ロシア、トルコ他

　　　　　(3) アジア……中国、台湾、韓国、シンガポール、マレーシア、タイ、インド他

　　　　　(4) その他の地域……オーストラリア、ブラジル他

　　　 ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の地域における売上高であります。

（５）株主資本の金額に著しい変動が合った場合の注記

　　当社は、当第３四半期連結累計期間において、平成20年５月14日開催の取締役会決議に基づき市場買付けによる

　自己株式の取得を行いました。主にこの影響により、自己株式が5,037百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末

　において13,126百万円となっております。
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【参考資料】

前年同四半期に係る財務諸表等

(１） 第３四半期連結損益計算書 

（単位 百万円：未満切捨）

自 19年 ４月 １日

至 19年12月31日

金       額

199,651

108,471

91,180

60,256

4,970

4,155

31,738

5,408

789

36,357

51

538

35,871

14,219

718

20,933

営 業 外 収 益

売 上 原 価

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

割 賦 販 売 繰 延 利 益 繰 戻

四 半 期 純 利 益

割 賦 販 売 未 実 現 利 益 繰 延

特 別 利 益

特 別 損 失

営 業 利 益

法 人 税 等

営 業 外 費 用

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

少 数 株 主 利 益

前第３四半期

売 上 高

科     目
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（２）セグメント情報

① 事業の種類別セグメント情報

前第３四半期（自平成19年４月１日 　至平成19年12月31日）
(単位　百万円：未満切捨）

金属加工機械･
金属工作機械

不動産
賃貸

その他 計 消去又は全社 連結

　  売　　  上　　  高

      (1)外部顧客に対する売上高 197,997    1,204     449       199,651   － 199,651   
      (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 － 472       29        501       (501) －

計 197,997    1,676     478       200,153   (501) 199,651   

　　営業利益又は営業損失（△） 31,042     754       △ 57     31,738    － 31,738    
（注)　１．事業区分は内部管理上採用している区分によっております。
       ２．各事業の内容
　　　　　(1) 金属加工機械器具及び金属工作機械器具の製造、販売、修理、賃貸、保守、点検、検査並びにこれ
　　　　　　　らに関連する工具、付属品及び部品の製造、販売等（ファイナンスを含む。）
　　　　　(2) 不動産賃貸
　　　　　(3) その他……ゴルフ場の経営

② 所在地別セグメント情報

前第３四半期（自平成19年４月１日 　至平成19年12月31日）
(単位　百万円：未満切捨）

日  本 北  米 欧  州 アジア その他の地域 計 消去又は全社 連結

　  売　　  上　　  高

　　   (1)外部顧客に対する売上高 102,701    24,886    48,409    22,993    660       199,651   － 199,651   
　   　(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 43,398     508       2,547     1,913     1 48,369    (48,369) －

計 146,100    25,394    50,957    24,906    661       248,021   (48,369) 199,651   

　　営   業   利   益 19,647     2,918     6,758     3,697     126       33,147    (1,408) 31,738    
（注)　１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
       ２．本邦以外の区分に属する地域
　　　　　(1) 北　　　　米……米国、カナダ
　　　　　(2) 欧　　　　州……英国、ドイツ、フランス、イタリア、スペイン、オーストリア、スウェーデン、ロシア
　　　　　(3) ア　 ジ　 ア……中国、台湾、韓国、シンガポール、マレーシア、タイ、インド
　　　　　(4) その他の地域……オーストラリア

③ 海外売上高

前第３四半期（自平成19年４月１日 　至平成19年12月31日）
(単位　百万円：未満切捨）

北  米 欧  州 アジア その他の地域 計

Ⅰ．海　　外　　売　　上　　高 24,772     47,232    30,794    3,485     106,285   

Ⅱ．連　　結　　売　　上　　高 － － － － 199,651   

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合 12.4% 23.7% 15.4% 1.7% 53.2%
（注)　１．地域の区分は、地理的近接度によっております。
       ２．本邦以外の区分に属する地域
　　　　　(1) 北　米……米国、カナダ他
　　　　　(2) 欧　州……英国、ドイツ、フランス、イタリア、スペイン、オーストリア、スウェーデン、ロシア他
　　　　　(3) アジア……中国、台湾、韓国、シンガポール、マレーシア、タイ、インド他
　　　　　(4) その他の地域……オーストラリア、ブラジル他
　　　 ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の地域における売上高であります。
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６．その他の情報

  　受注及び販売の状況

① 受注状況

当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

　　至　平成20年12月31日）

 受　注　高  受 注 残 高

金額 構成比 金額 構成比

（百万円） （％） （百万円） （％）

126,825 73.5 26,534 77.0 

マ シ ン 87,267 50.6 24,864 72.2 

ソフト・ＦＡ機器 4,739 2.7 876 2.5 

サ ー ビ ス 8,508 4.9 25 0.1 

消 耗 品 26,309 15.3 767 2.2 

26,539 15.4 2,916 8.5 

6,529 3.8 1,188 3.5 

10,486 6.1 3,782 11.0 

812 0.5 ― ― 

1,319 0.7 6 0.0

172,513 100.0 34,428 100.0 

② 販売実績

当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

　　至　平成20年12月31日）

72.8 

マ シ ン 50.2 

ソフト・ＦＡ機器 2.8 

サ ー ビ ス 4.8 

消 耗 品 15.0 

14.8 

4.0 

7.2 

0.5 

0.7 

100.0 

(注）｢受注及び販売の状況」における各項目の金額には、消費税等は含まれておりません。

1,312

板 金 部 門

 合　　計

金額（百万円）

128,458

88,519

4,903

8,523

26,512

26,166

176,554

構成比（％）

そ の 他

切 削 部 門

プ レ ス 部 門

工 作 機 械 部 門

不 動 産 賃 貸

7,091

12,711

812

 部門別

 部門別

板 金 部 門

切 削 部 門

 合　　計

プ レ ス 部 門

工 作 機 械 部 門

不 動 産 賃 貸

そ の 他
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(株)アマダ（6113）平成21年３月期  第３四半期決算短信

【参考資料】

  　受注及び販売の状況

① 受注状況

(単位　百万円：未満切捨)

前第３四半期

自　平成19年４月１日

至　平成19年12月31日

 受　注　高  受 注 残 高

金　額 構成比 金　額 構成比

 ％  ％

153,460 73.6 35,687 75.5 

マ シ ン 109,674 52.6 32,857 69.5 

ソフト・ＦＡ機器 6,193 3.0 1,577 3.3 

サ ー ビ ス 8,366 4.0 100 0.2 

消 耗 品 29,225 14.0 1,152 2.4 

27,543 13.2 2,998 6.3 

9,311 4.5 2,274 4.8 

15,475 7.4 6,313 13.4 

1,204 0.6 ― ―

1,439 0.7 3 0.0 

208,434 100.0 47,277 100.0 

② 販売実績

(単位　百万円：未満切捨)

前第３四半期

自　平成19年４月１日

至　平成19年12月31日

 ％

73.3 

マ シ ン 51.4 

ソフト・ＦＡ機器 3.0 

サ ー ビ ス 4.2 

消 耗 品 14.6 

13.6 

4.6 

7.3 

0.6 

0.7 

100.0 

(注）｢受注及び販売の状況」における各項目の金額には、消費税等は含まれておりません。

 部門別

 部門別

板 金 部 門

切 削 部 門

 合　　計

プ レ ス 部 門

工 作 機 械 部 門

不 動 産 賃 貸

そ の 他

199,651

構成比

そ の 他

切 削 部 門

プ レ ス 部 門

工 作 機 械 部 門

不 動 産 賃 貸

9,107

14,515

1,204

1,436

板 金 部 門

 合　　計

金　額

146,297

102,715

6,086

8,330

29,164

27,090

－ 13 －
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